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昔から厄除けの観音様として親しまれてきた、 $IJ所温泉の「北向観音』。その名

のとおリ北向きで、長野の『善光寺』ど向かい合っているどいわれる O

この北向観音、一年中でいちばんにぎわうのが「二年参リ」ど「節分Jo 2月 3

日に行われた「北向山節分追灘式』には、不景気を追い払い、福を呼ぼうと、おお

ぜ、いの人たちが集まったO

本坊常楽寺か ら、 北向観音堂境内までの問、赤 ・青 ・黒の鬼を先頭とした行列が

にぎやかに練リ歩 くO その後境内て¥ 招かれた人間国宝の常磐津ー巴太夫さんや芸

能人たちが「鬼はタ卜、福は内」ど声を張リあげて盛大に豆をまいたO

古くは『主久主の湯Jど呼ばれたともいわれ、長い歴史を持つ厚Ij所温泉は、現在

も「石湯Jr大湯Jr大師湯」そして「相染閣』の四つの共同浴場がある。石湯は昨

年末に改築 され、従来のイ メージを残 した寺社建築様式のリっぱな建物になった。

安楽寺や常楽寺な ど多く の文化財が点在する別所温泉の散策 を楽しんだ後に、あ

たたかい温泉に入浴されてはいかがでしょうか。
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~同30日に市議会決算特別委員会に

定されました。

-地方交付税
46億5，706万円 (10.0%)

・国庫支出金
42億6，174万円 (9.2%)

.県支出金
20億6844万円(4.4%)

総務費
マルチメディア情報センター管理運営事業

1億5，759万円

防災アセスメント調査 1，499万円

民生壁
身体障害者入浴サービス事業 2，646万円

老人ホームヘルパ一派遣事業 1億35万円

寝たきり老人入浴サービス事業 3，973万円

緊急通報装置設置事業 1，104万円

塩田デイサービスセンター建設事業

1億7，866万円

身体障害者自立生活支援センター運営事業

922万円

街盆費
人間ドック検査費用補助金 1.573万円

マルチメディア在宅介護支援モデル事業

1，569万円

救急情報ネットワーク事業 1.061万円

合併処理浄化槽設置補助金 5，162万円

ごみ減量、再資源化対策事業 1億4，171万円

じんかい収集委託 2億316万円

労働萱
勤労者退職金共済掛金補助金 5，162万円

勤労者住宅建設資金融資預託金 1億円

勤労者生活資金預託金 4，000万円

-議会費 3億4，861万円 (0.8%)

・総務費 41億9，898万円 (9.1%) 
-その他

-市税

48億5，688万円
(10.4%) 

182億1，371万円
(39.2%) 

定材水産業E

-公債費
47億600万円

(10.2%) 

松食い虫防除対策事業 3億1，205万円

東山ふるさとの森整備事業

11億6，114万円

林業総合整備事業 3億1.319万円

市単ふるさと農道緊急整備事業

1，216万円

.民生費 76億215万円 (16.5%)

・衛生費 25億2，892万円 (5.5%)

-消防費 9億6，629万円 (2.1%) 

・商工費 31億6，788万円 (6.9%)

if1j:r.萱
商業振興助成 2，051万円

工業振興助成 8，260万円

商工業団体助成 5，693万円

中小企業融資 19億6909万円

池波正太郎・真田太平記館建設事業4億831万円

t木霊
交通安全施設整備事業

道路の改良舗装

河川の改修

街路の整備

都市公園整備事業

新橋架橋事業

市営住宅内堀団地の建て替え

消肪費

2億5，437万円

18億2，978万円

3億3，326万円

23億8，531万円

15億5，266万円

21億6，545万円

6億4，333万円

消火栓・防火貯水槽の新設

消防団ポンプ車等購入

3，282万円

3，592万円

350万円全国女性消防団活性化大会補助金

数育費
教育用コンビュータ整備運営事業 9，371万円

一中移転改築事業 11億1，237万円

市内遺跡発掘調査 1億7，717万円

上回城跡公園整備事業 3，107万円

文化振興事業 1，547万円

市誌編さん事業 4，227万円

図書館情報システム化事業 5，146万円

マレットゴルフ場の整備(市民緑地、市民

の森 3，497万円

11.2.16 [2J 



塩E有株
?弘迭童話事業、

~'í1地区住宅
執1長3量金2毎宣~"ï事業

2憶¥，11.i1百円
1憶も，111.i百円

もあ刊百円

もおも1百円

物
巳

において審議され、 12月市議会定例会で認

[特別会計決算]
~~惟寵
係強事業

老人保怪事業

日憶も，1L1百R
m憶¥.n1百円

mm房男~ ~ì憶も~~\lW\
~ì憶も ~~ì百~

布街地再現業事業

暁車場事業

公主主下7氷造事業

3 憶も.~I.ì'S百円
3 情、も.'ò'ò~百円

ノ

ì \億~~もA百円
il.i憶も問1百

車業集落~v.j氷雪事業 羽信、1.~?:も百円
L~憶~.~~\百円

各事業のあらまし

土地取得事業

塩田有線放送電話事業

同和地区住宅新築

資金等貸付事業

交通災害共済事業

福祉事業センタ一事業

国民健康保険事業

老人保健事業

市街地再開発事業

駐車場事業

公共下水道事業

-土地取得状況 3件 (956.63nf、l億7，482万円)

・加入戸数 2，668戸

・貸付状況なし

・加入者数 104，596人 ・見舞金支給額 3，066万円 (427件)

・延べ利用者数 12，103人 ・作業工賃 4，296万円

・被保険者数 36，398人08，703世帯) ・保険給付状況 37億5，635万円(保険者負担)

・医療受給者数 16，098人 ・医療費給付状況 97億4，685万円(老人医療負担分)

・市街地再開発事業費 3億1，933万円

-ぉ城口駐車場延べ利用台数 162，995台 ・お城口駐輪場延べ利用者数 36，394人

・処理区域人口 42.467人(普及率34.8%) 上回処理区 1，272.3ha(整備率 70.3%)
・処理区域戸数 16.607戸(普及率38.4%) ・処理面積 南部処理区 111.0ha ( // 18.6%) 

(南部処理区は整備面積)別所温泉処理区 67.3ha( // 99.0%) 

古安曽地区 5億1，521万円、保野・舞団地区 4億7，239万円、

豊殿南部地区 2億5，390万円、 富士山地区 3億6，023万円、
・管路、処理場等

布引地区 1，390万円、室賀地区 5，537万円、林之郷地区 1億1，487万円、
建設事業費

八木沢地区 l億8，871万円、浦里地区 3億5，151万円

山田地区 3，181万円、小泉地区 6，012万円

農業集落排水事業

~X 入 支 出
収

企業 名 (予算額) (予算額)

益
司e・F 司ー 司亭 司司 4・ ・・....・---_...・・・

(決算額) (決算額)

的
産院事業

2億9，188万円 2億9，188万円
....ーー ...ーー圃・...ー. ・.-...--

ヰヌ 2億7，494万円 2億7，880万円

支 水道事業
20億4，391万円 20億5，159万円

-・ー ・ー ・ ... ー. 咽ト 4 ・

20億7，725万円 19億9，429万円
支 出

資
金業名

(予算額) (予算額)
‘骨..._--ー帽司F 同ー・帽・ ・ー・・・ ・-----開・p・.._--・・ー

本 (決算額) (決算額)

的 産院事業
0万円 800万円

--・-----------ーー峰・b・... 'ーーーー・ーーーーザー・，・・・・・・ー-------

ヰ又
0万円 670万円

13億3，141万円 20億1，247万円

支 水道事業 『・ ・・ ・._--・h ・b・4・・ ・ ・・ー

8億7，864万円 14億9，900万円

水道事業のあらまし

給水戸数 37，435戸 (101，055人)

年間配水量 1，521万1，756ni 
建設改良工事 10億2，127万円

産院事業のあらまし

入院患者数

外来患者数

新 生 児 数

5，205人 (延べ)

12，135人(延べ)

475人

[3J 17.2.76 



国保年金課(困1362、1367)問い合わせ
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• -・・・圃・・
平成11年度長野県老人大学学生を募集

2 

。司
潟

じ>入学資格 おおむね60歳以上の上小・坂城町内在住者で、学習意欲がおう盛で

あり、地域福祉のために積極的に活動できるかた じ>募集人員 老人大学上小学部

1年生入学者・・.150名、同2学年編入者…若干名 じ>申し込み 市役所健康推進課

(固⑫ 51 3 1)にある募集案内によって願書を作成し、 2月24日附'"'-'3月19日(金)

に窓口にお出しくださし 1。 じ>その他 申し込み多数の場合はお断りする場合もあ

りますO 入学者・受講者の決定は、 4月末までに本人に通知しますO じ>問い合わ

せ 長野県老人大学上小学部事務局 (上小地方事務所厚生課内・ 固@71 22) 
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正
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郎
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真
田
太
平
記
』

の
名
場
面
白
か
所
を
陶
器
の
人
形
で

表
現
し
た
も
の
で
す
。
幸
村
と
佐
助

と
の
出
会
い
、
幸
村
の
壮
絶
な
死
や

真
田
信
之
の
松
代
移
封
な
ど
真
田
軍

団
が
命
を
賭
け
て
生
き
抜
い
た
り
ア

ル
な
姿
態
を
情
感
的
に
表
現
し
て
あ

り
ま
す
。
制
作
者
は
加
藤
荘
次
郎
さ

ん
で
す
。
通
常
料
金
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

マ
開
催
期
間

2
月
初
日
出

i
3月

初
日

ω
「
消
費
生
活
講
座
」

講
演
会
へ
ど
う
ぞ

生
活
環
境
課

(固
③
5
1
2
0
)

地
球
温
暖
化
を
は
じ
め
と
す
る
環

境
問
題
が
国
内
の
み
な
ら
ず
地
球
的

規
模
で
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま 市役所代表電話

回22-4100
困25-4100

同

‘。
)> 

す
。
豊
か
な
環
境
を
次
世
代
に
残
し

て
い
く
た
め
に
今
、
一
人
ひ
と
り
が

自
分
の
暮
ら
し
か
た
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
受
講
料
は
無
料
で
す
。

マ
と
き

3
月
6
日
出
午
後

2
時

1
3時
叩
分

マ
と

こ

ろ

中

央

公

民
館

3
階

大

会

義

室

マ

演

題

「
地
球
環
境
問
題
と
私
た
ち
の
暮
ら

し
」
(
講
師
:
・
新
潟
県
消
費
者
協
会

事
務
局
次
長
・

三
善
万
里
子
さ
ん
)

景
観
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
の
未
来
像
」

上
小
地
方
事
務
所
建
築
課
倫
③
7
1
4
2)

マ
と
き

3
月
5
日
働
午
後
1
時

初
分

1
4時
マ

と

こ

ろ

東

部

町

文
化
会
館
(
サ
ン
テ
ラ
ス
ホ

I
ル
)

マ
主
催
上
小
地
域
景
観
推
進
会

議
、
東
部
町
景
観
を
考
え
る
会
マ

内
容

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
玉
村
豊
男
さ

ん
に
よ
る
講
演
「
景
観
と
環
境

i
幻

世
紀
の
暮
ら
し
の
ス
タ
イ
ル
」
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
景
観
の

た
め
に
で
き
る
こ
と
」
マ
そ
の
他

市
民
体
育
館
駐
車
場
か
ら
送
迎
パ

ス
を
運
行
し
ま
す
(
要
予
約
)
。
利

用
希
望
者
は
、
市
役
所
景
観
建
築
課

(固
⑫

5
4
3
0
)
ま
で
ど
う
ぞ
。

-
保

険

料

の

決

定

一

7
年
度
の
費
用
を
も
と
に
国
が
試
算

第

1
号
被
保
険
者

(
白
歳
以
上
の
一
し
た
金
額
は、

全
国
平
均

1
人
当
た

人
)
の
保
険
料
は
、
サ
ー
ビ

ス
の
需
一
り
月
額
2
5
0
0
円
程
度
と
な
っ
て

要
量
や
供
給
量
の
調
査
な
ど
か
ら
、
一
い
ま
す
。

サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
必
要
な
費
用
を
…
・
・サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合

基
に
市
が
決
定
し
ま
す
。

一
保
険
料
と
は
別
に
、
サ
ー
ビ
ス
を

第

2
号
被
保
険
者

(羽
j

M
歳
の
一
利
用
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
料
金
の

人
)
の
保
険
料
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
被
一

1
割
が
利
用
者
負
担
と
な
り
、
直
接

保
険
者
が
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
一

事
業
者
に
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ
と

者
が
国
か
ら
の
指
示
で
保
険
料
を
決
一
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
施
設
を
利
用

定
し
ま
す
。

一
し
た
場
合
に
は
、
こ
れ
と
は
別
に
食

・
保
険
料
を
納
め
る
方
法
一
費
な
ど
の
負
担
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

第

1
号
被
保
険
者
の
場
合
は
、
老
一
な
お
、

事
業
者
へ
支
払
わ
れ
る
残

齢
、
退
職
に
伴
う
年
金
か
ら
天
引
き
一
り
の

9
割
は
、
保
険
料
や
公
費
に
よ

で
す
。
な
お
、
年
金
額
が
年
間
同
万
一
り
賄
わ
れ
ま
す
。

円
未
満
の
人
は
天
引
き
で
は
な
く
、
一
-
保
険
料
を
滞
納
し
た
場
合

市
か
ら
送
付
す
る
納
付
書
や

口

座

振

一

災

害
な
ど
や
主
に
世
帯
の
生
計
を

替
に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
維
持
す
る
人
が
死
亡
し
た
り
長
期
間

第

2
号
被
保
険
者
の
場
合
は
、
医
一
入
院
す
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
保
険

療
保
険
料
に
上
乗
せ
し
た
額

(事
業
一
料
を
払
え
な
い
場
合
を
除
き
、
滞
納

者
負
担
あ
り
)
を
、
毎
月
の
給
料
か
一
者
に
は
罰
則
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い

ら
天
引
き
に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
き
一
ま
す
。
介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
を

ま
す
。
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
場
一
社
会
全
体
で
支
え
て
い
く
社
会
保
障

合
は
、
国
民
健
康
保
険
税
に
上
乗
せ
一
制
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
財
源
と
な

し
た
額

(国
庫
負
担
あ
り
)
を
市
か
一
る
保
険
料
は
き
ち
ん
と
納
め
て
い
た

ら
送
付
す
る
納
付
書
や
口
座
振
替
に
一
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

よ
り
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
マ
問
い
合
わ
せ
健
康
推
進
課
介
護

.

保

険

料

の

額

一

保

険

担

当

(固
⑫

5
1
3
1、
回
目
印

具
体
的
な
保
険
料
の
額
で
す
が
、
一
昨
日
窓
口
付

0
2
5ロ
⑤
巳
許
可

-g
E・5
mg
0・

第

1
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
今
後
一
芝
、
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
う
え
だ
関
連

国
が
示
す
方
式
に
よ
り
市
が
算
定
し
、
一
情
報
(固
⑫

8
8
8
8
コ
l
ド
恥
仰
)、

第

2
号
被
保
険
者
の
保
険
料
も
今
後
一
ホ
l
ム
ペ
l
ジ
(
F
2
1
¥
¥d
z
g
b
F
q
・

国
が
算
定
し
ま
す
の
で
、
現
時
点
で
一

g
E・
5
宮
口
0

・E
¥r
8
7
2
5
2
H
H¥

は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
平
成
一

E
m
o¥E
R
-EE)

介
護
保
険
料
と

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
に
つ
い
て

今
月
は
納
め
て
い
た
だ
く
介
護
保
険
料
と
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場

合
の
利
用
者
負
担
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
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.3月の粗大ごみ回収日

3月20日(土)…クリーンセンター駐車場
回収時間は午前10時~正午。処理費用(実費)がかかります。



1 

納期限3月1日(月)
・固定資産税 4M (都市計画税〉
・ 国民健康保険税 8期

海
外
派
遣
研
修
報
告
会
に

お
出
か
け
く
だ
さ
い

企
画
課
女
性
政
策
担
当
(固
⑧
5
1
1
2
)

平
成
問
年
度
上
田
市
女
性
海
外
派

遣
研
修
に
参
加
し
た
か
た
の
報
告
会

を
開
催
し
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視

点
で
こ
れ
か
ら
の
課
題
を
い
っ
し
ょ

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
っ

マ
と
き

3
月
日
日
出
午
後

1
時

ω分
1
4時
(
受
け
付
け
は

1
時
l
)

マ
と
こ
ろ
中
央
公
民
館

2
階
第

1
会
議
室

マ
内
容
海
外
研
修
派

遣
報
告
(
農
村
女
性
マ
イ
ス
タ

l
・

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
修
:
・
市
川
久
子
さ
ん
・

成
沢
利
子
さ
ん
、
国
際
婦
人
教
育
振

興
会
主
催
海
外
研
修
ル
ー
マ
ニ
ア
・

ハ
ン
ガ
リ
ー
班
・
:
杉
山
洋
子
さ
ん
、

デ
ン
マ
ー
ク
班
:
・
渋
谷
高
子
さ
ん
)
、

テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
(
報
告
会
終
了

後
に
予
定
)

マ
託
児
希
望
者
は

働
く
婦
人
の
家

(固
⑫

2
9
8
8
)

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

便利で確実な口座振替のご利用を

テレホンガイドうえだ関連情報

(固③8888コード:No.279) 

木
と
線
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
M
上
小

集
ま
れ
木
と
緑
を
育
む
仲
間
た
ち

上
小
地
方
事
務
所
林
務
課
耐
8
7
1
3
8)

マ
と
き

2
月
初
仏
日
側
午
後

1
時

ω分
1
4
時

初

分

マ

と

こ

ろ

上

田
市
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

ホ
l
ル

マ
内
容
海
外
研
修
報
告

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
パ
リ
島
の
森
林
」

相談名 日 時 会場など

3月12日後)
法 律 相 E炎 13:30"-'15:30 

(予約制) 3月26日佳) 生活環境課
13:30，.....，15:30 (本庁舎1階)

3月11日(木)
包

土地建物相談 13:00，，-， 16:00 ⑫ 4 

人権・悩みごと相談
3月4自体) 人権問和対策課
13:00"-' 16:00 O (南庁舎1階)

農地問題相談
3月1日(月) O 農業委員会
8 :30"-'17:00 (本庁舎2階)

イ寸 政 本目 談
3月8日(月)

上田西武1 0:00，，-， 15:00 

心配ごと相談
毎週火曜日
10:00，，-， 15:00 

福祉よろず相談 毎週月~金曜日
9 : 00"-'16 : 00 

社(岱会@福8祉O協8議O会) 
法 f章 相 日炎 3月20日(土)

(予約制) 10:00，，-，正午

~FC. 童 中目 日炎
毎週土曜日

13: 30"-'15 : 30 

車吉 t香 キ目 吾E弘'kミ
毎週水曜日

社(n会@福3祉O協8議2会) 10・00"-'15・00
法 律 中目 談 3月17日(水)

(予約制) 13:30，，-， 15:00 
よ(n回@商4工5会O議O所) 

保険年金相談 毎週月~金曜日
9 :00"-'16:00 

市民事 相談 毎週月~金曜日
市

生活環境課
交通 故相談 9 :00"-'16:00 (本庁舎1階)

~FC. z塁"'=-呈 相 きn民9t4 毎週月~金曜日 f支 (n③福2祉O課00) 9 :00，，-，16:00 

母 子 本目 a炎
毎週月~金曜B 所 福祉課
9 :00，.....，16:00 (内線1608)

毎週月~金曜日
高齢者職業相談室

高齢者職業相談 (上回(ftパ@ートサテライト内〉8 :30，，-，17:00 8 0 1 1 ) 

保育 ・子育て相談 毎週月~金曜日

子育部(n保て⑫支育3援園Dセ内9相ン6談タ)一(電話相談) 9 : 00"-'16 : 00 

保育(面・子接相育談て)相談 毎週火・木曜日
南 室

9 :00，，-，16:00 

月の相談

土
曜
・
日
曜

・
祝
日
も
、
住
民
票
・
印
鑑
証
明
書
等
が
受
け
ら
れ
る
『
市
民
力

l
ド』

(上
小
地
方
事
務
所
・
小
林
幹
雄
さ

ん
)
、
講
演
「
信
州
カ
ラ
マ
ツ
の
将

来
」
(
長
野
県
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

所
長
・
武
井
富
喜
雄
さ
ん
)

上
回
創
造
館

3
月
の
催
し

上
田
創
造
館

(固
⑫
1
1
1
1
)

わ
ら

.
藁
の
生
活
工
芸
展
(
入
場
無
料
)

マ
と
き

3
月

1
日
側

i
U
日
目
午

前

9
時

i
午
後

5
時

圃
ト
1
ル
ペ
イ
ン
ト
合
同
作
品
展

マ
と
き

3
月

6
日
出

i
U
日
目

午
前

9
時

i
午
後

4
時
初
分
(
最
終

日
日
日
は

4
時
ま
で
)

マ

内
容

作
品
展
示
λ

実
演
コ
ー
ナ
ー
マ
入

場

料

無

料

-
道
祖
神
ま
つ
り
展
(
入
場
無
料
)

マ
と
き

3
月
初
日
出
(
)
お
日
嗣

午
前

9
時

i
午
後

4
時

マ

内

容

パ
ネ
ル
、
お
札
等
の
展
示

-
折
り
紙
展
(
入
場

・
参
加
無
料
)

マ
と
き

3
月
初
日
出

i
m
日
目

午
前

9
時

i
午
後

4
時

初

分

マ

内

容
折
り
紙
教
室
参
加
者
に
よ
る
合

同
作
品
「
ス
イ
ミ

l
」
「
さ
る
か
に
」

と
折
り
紙
愛
好
者
の
作
品
の
展
示
。

折
り
紙
教
室
(
午
前
日
時

i
正
午
)

.
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
投
影
j
春
の

星
空
と
宇
宙
の

7
人
兄
弟
j

マ
と
き

3
月
初
日
出

i
幻
日
附

午
前
日
時

1

(幻
日
目
、
包
日
側
、

∞ω
日
目
の
み
)
、
午
後

1
時
印
分

i
、

午
後

3
時

i

マ
入
場
料
[
幻
日
偏

i
庖

一

t
田

づ

は
無
料
開
放
(
児
童
生
徒
、
同
伴
保
附
加
れ

護
者
)
]
小
・
中
学
生

:
1
1
0
断
力
腕
げ

円
、
高
校
生
以
上
の
学
生
:
・

2
1
0
煽
イ
上
ピ

州出

3
〆
¥
ツ

円、

一
般・

:
2
6
0円
マ
そ
の
他
摘
に
ふ
ヨ

れ
ん
、
お
シ

ソ
フ
ト
入
れ
替
え
の
新
規
投
影
で
川
庖
や
野

す
。
各
回

1
2
0名
(
座
席
定
員
)
川
町
、
だ

j
好
庖
お

の
か
た
に
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

町
三
一
し

上
友
夕
、

.
第
2
・
4
土
曜
日
施
設
無
料
開
放
け
西
ン
庖

、、

r
、
イ
田

3
月
日
日
と
同
幻
日
は
上

4
地
域
、
い
庖
田
上

小
・
中
学
生
と
同
半
の
呆
蔓
者
の
ュ
判
和
上
コ

f

f

i

ヵ

岩

秋

ヤ

ス

た
は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
、
民
俗
資
判
友
ツ
ヤ

J

小
西
マ
ジ

料
館
、
体
育
館
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

+
4
4
4
キ
4
4
4

口
同
ロ
H

ロ
H

口同

、、，
n〈
U
《

H
U

守，a

，，、
a
E
E
n
，ιn
r
ι

月
月
月
月

q
u
q
u
q
u
q
u
 

へ
の
切
り
替
え
は
お
済
み
で
す
か
。
マ
問
い
合
わ
せ

講座名 実施日 対象者 定員(先着閣 受講料 申し込み (電話で)

パソコン入門 3月3日制
16歳以上の初心者 20名 1000円

2月24日(水)

平 日コース 午前9時~午後4時 午前9時から

W i n d 0 W S 95 3月6日(土)・7日(日) 16歳以上でキーボード、
20名 6000円

2月28日(日)

マスターコース 午前9時~午後4時 マウスを扱えるかた 午後 1時から

親子パソコン教室
3月13日(土)

小 ・中学生の親子 20名 500円
3月7日(日)

午前9時30分~午後3時30分 午後 1時から

表計算「エクセル」 3月18日(柄、19日幽、25日閥、26日(創 16歳以上の初心者でキーボー
20名 6000円

3月7日(日)

夜間四日間コース 午後6時30分~午後9時30分 ド・マウスを扱えるかた 午前9時から

パソコン入門 3月22日(月)
16歳以上の初心者 20名 1000円

3月14日(日)

休日コース 午前9時~午後4時 午前9時から

ワープロ「一太郎」 3月28日(日)
16歳以上の初心者 20名 3000円

3月14日(日)

一日コース 午前9時~午後4時 午後 1時から

パソコン教室

市
民
課
(
固

@
5
3
3
4
)

.ウィークエンドリサイクル3月の日程
回収時間は午前10時~正午 (時間厳守)。 家庭のびん、缶、

古紙、古布が出せます。アルミ缶は、つぶして出しましょう。17.2.16 [7J 



一
所
得
税
・
市
県
民
税

回
全
区
山
田
舎
‘
，

=''=Lf-ま

圃
・
F
唱

s

・a.，a
圃
園
間

d

d

・

-

圃

副

間

四

圃

圃

4

四
4
E
E司
圃
・
'
町
‘

南
川
}
E
2
Z
F」直
I-
お
早
め
に

2
月
間
日
制

5
3
月
日
白
骨
(
土
曜
・
日
曜
は
閉
序
回
で
す
)

今
年
も
、
所
得
税
・
市
県
民
税
の
申
告
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

を
し
て
い
た
だ
く
時
期
に
な
リ
ま
し
た
。

-
お
願
い

期
間
は

2
月
間
日

ωか
ら

3
月
日
日
間
保
育
園
に
提
出
す
る
証
明
を
希
望
さ
れ

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
申
告
期
限
間
近
る
か
た
は
¥
必
ず
申
告
相
談
時
に
担
当
者

に
な
り
ま
す
と
申
告
会
場
は
た
い

へ
ん

混

へ

申

し

出

て

く
だ
さ
い
。

雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
に

・
問
い
合
わ
せ

な
り
ま
す
の
で
¥
で
き
る
だ
け
早
く
お

済

マ

所

得

税

上

田

税

務

署

(

固

②

1
2

ま
せ
く
だ
さ
い
。

3
4
)

マ
市
県
民
税
市
民
会
館
申
告

な
お
、
申
告
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
自

会

場

[

申

告

期

間

中
]
(固
③

4
1
0
0〉

治
会
を
通
じ
て
お
配
リ
し
た

「市

・

県

民

税

務

課

(固
@
5
1
1
5〉

税
申
告
の
手
引
き
』
を
ご
覧
い
た
だ
く
か

TYL99erF98 務~~て
塾生募集.ノ「、

マルチメディア技術を使った映像制作を行う「新映像塾」

を開催します。

bとき 3 月 14 日(日)~21 日(日)(19 日(金)、 20 日比)は予備日 〉

bところ 上田市マルチメディア情報セ ンタ ーほか

じ>参加費 一般 5000円、高校生3000円

じ>募集対象 マルチメディアに興味を持つ高校生以上の

かた じ>募集人員 40名 b申し込み 3月5日(金)までに¥

参加申込書を実行委員会事務局へ提出してください じ>問

い合わせ 実行委員会事務局(固③ 21 30) 

市 山

花
づ
く
り
・
野
菜
づ
く
り
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

農
林
課
農
業
振
興
係

(固
⑫
5
1
2
2
)

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
学
生
等
で

「
農

業
」
に
興
味
を
抱
い
た
り
、
定
年
後

や
脱
サ
ラ
し
て
農
業
を
始
め
た
い
と

考
え
て
い
る
か
た
が
た
を
対
象
に
、

農
業
の
お
か
れ
て
い
る
現
状
や
生
産
・

流
通
・
消
費
の
動
向
、
農
業
を
始
め

る
た
め
に
必
要
と
な
る
手
続
き
等
に

つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
農
業
経
営
を

始
め
る
意
向
で
な
く
て
も
農
業
に
つ

い
て
関
心
の
あ
る
か
た
の
参
加
も
大

歓
迎
で
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

マ
と
き

3
月

1
日
開
午
後

7
時

i
、

同

6
日
出
午
前
日
時

i
[ど
ち
ら
も

同
じ
内
容
の
説
明
会
で
す
]
マ
と

こ

ろ

中

央

公

民

館

マ

主

催

上

田
市
農
業
技
術
者
連
絡
協
議
会

お
年
寄
り
の
「
痴
ほ
う
」

に
つ
い
て
の
相
談
会

中
央
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

(固
⑫
4
1
2
6
)

ご
家
庭
で
痴
ほ
う
性
老
人
の
介
護

の
方
法
等
に
悩
ん
で
い
る
か
た
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

3
月
ロ
日
俗
午
後

1
時

ω分
1
4時
加
分

マ

人

数

3
名

ま

で

マ

相

談

担

当

国

立
小
諸
療

養
所
副
婦
長
・
堀
内
静
子
さ
ん
マ

テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
う
え
だ
関
連
情
報

[8J 17.2.76 

参加者募集/
マルチメディア時代のソ フトの創 り手を育て、「マ

ンガ」を通じて 「マルチメディア」に触れ親しむこと

を目的に、恒例の 「上田高画大学」を今年も開催。

一流のマンガ家を講師に、アド、バイスを受けながら

実際にマンガを制作し、パソコンに取り込みマルチメ

ディア化する実習を行います。できあがった作品は、

インターネットで全世界に向けて発表します。

bとき 3月20日仕)・21日(日)・22日(月)の 3日間 bと

ころ メディアランドUEDA C>講師里中満智子さ

ん(学長)、日野日出志さん、志賀公江さん、本田晋ー

さん じ>対象 マンガとマルチメディアの双方に興味

を持つ小学校高学年から中学生 C>定員 20名(応募

多数の場合、抽選) C>応募課題作品「私の描きたい

1ページJ(B4判。テーマは自由)を、参加申込書(住所、

氏名、年齢、学校・学年、電話番号、パソコン・ワープロの

経験、保護者氏名を明記)を添え、 3月5日(針 (必着)

までにメディアラ ンドUEDA(干386-1211上田市下之

郷812-1・固⑧1000・困⑬1010・URLhttp://www.umic. 

ueda.nagano.jp )に郵送 じ>参加費 1人 15 0 0 0 

円(昼食、教材など。交通費、宿泊費等は各自負担〉

4 

45 
8 
8 
8 
コ

4 

3 

一
大
検
制
度
の
説
明
会
と

個
別
相
談
会
を
長
野
で
掲
催

例
日
本
産
業
開
発
青
年
協
会
大
検
情
報
セ
ン
タ
ー

(
函

0
1
2
0
5
5
5
1
0
1
8
)

毎
年

1
回
夏
に
実
施
さ
れ
る
「
大

学
入
学
資
格
検
定
」

(
大
検
)
の
説

明
会
と
個
別
の
相
談
会
を
長
野
市
で

開
催
。
費
用
は
無
料
で
す
。

マ
と
き

2
月
幻
日
出
午
後

1
時

加
分

i
4時
別
分

マ

と

こ

ろ

長

野
市
中
部
公
民
館

4
階
講
堂

(長
野

市
緑
町

1
5
9
6
1
1
3
・
固
0
2

6
1
2
3
4
1
1
8
8
3
)

マ
申

し
込
み
事
前
に
電
話
予
約
を

雇ID;

初級者 (ワ- I ，f'~ 1; 
1 16名 1:。ロ経験者)1 I V -W 1: 

圃メディアランドUEDA各種セミナーにもどうぞ/

講座名 | 日時 |料金 l 対象

200 
名

コンビュータで名演 奏 12月28日(日)

電子楽器を楽しもう |午後 1時30分
+ミニコンサー卜 1 ~3 時30分

どなたでも無料

13月7日(日)
今日から始める /1

|午前10時
ホームページ作成セミナー |

午後4時

4000 
円

※申し込みはメディアランドUEDA(固⑮1000・困@1010)
へ直接電話でどうぞー



上級防火管理者の知識と技能の向上を図るため

上級防火管理者講習会を開催
bとき 3月5日後)午後 1時30分'"'-'4時30分 bとこ ろ

上田地域広域連合消防本部3階会議室(上田市大手2-7-16)

じ>資格 防火管理者の資格のあるかた、防火管理者に選任

されているかた [>受講料無料 [>定員 先着100名 b 
申し込み 2月18日(桐~同26日(金)に消防本部予防課 (固⑫ O

029)へどうぞ。

4月11日(日)
E~j白書需君主=~1~;!宰ヨ。

4月25日(日)
間三fi~軍事司1j~1~=~事[日

みんなそろって投票しましょう。
・上田市選挙管理委員会・

統一地方選挙

お知らせ

不
足
個
数
お
個
(
政
令
で
決
め
ら

れ
た
誤
差
を
超
え
る
も
の
)

マ

計

量
モ
ニ
タ
ー
の
意
見
・
感
想
『
価

格
、
添
加
物
、
賞
味
期
間
だ
け
で
な

く
量
目
に
も
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

た
』
、
『
消
費
者
は、

量
目
に
気
を
使

わ
な
い
こ
と
が
多
い
と
思
う
』

盟
定
資
産
課
税
台
帳

4
月
1
日
か
ら
縦
覧

税
務
課

(固
⑧

8
2
4
0
)

固
定
資
産
税
お
よ
び
都
市
計
画
税

の
も
と
と
な
る
評
価
額
、
課
税
標
準

額
を
あ
ら
か
じ
め
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
日
年
度
は
評
価
替
え
の
年
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
中
心
市
街
地
等

一
部
の
地
価
が
下
落
し
た
地
域
に
つ

腕い選挙推進の

輪をひろげよう/

上回市明るい選挙推進大会
bとき 3月 18 (月)午後28寺から b 

ところ 中央公民館3階大会議室 じ〉内

容講演 「統一地方選挙と今年の政局」

(講師…政治評論家 ・国正武重さん〉

じ〉問い合わせ 選挙管理委員会事務局

地
域
振
興
券
を
使
え
る
お
届
(
特
定
事
業
者
)
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

地
域
振
興
券
交
付
事
業
推
進
事
務
局
(固
⑫

5
2
4
5
)

[9J 

平
成
叩
年
度
後
期

計
量
モ
ニ
タ

i
調
査
の
結
果

商
工
課

(固
③
5
3
9
5
)

市
で
は
計
量
思
想
の
啓
発
を
図
る

た
め
市
民
の
皆
さ
ん
を
モ
ニ
タ
ー
に

委
嘱
し
て
商
品
量
目
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
不
足
に
つ
い
て
は
次
回

の
量
目
立
入
検
査
の
参
考
と
し
ま
す
。

な
お
、
来
年
度
の
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
中
で
す
。
詳
し
く
は

2
月

1
日
号

の
広
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

マ
検
査
期
日

日
月

1
日
i
同
初

日

マ

検

査

個

数

4
3
4
個

マ

1上回市議会議員一般選挙の

立候補手続き等の説明会
立候補手続きなどが円滑に行われるよ

うに¥次のとおり説明会を開催します。

bとき 3月178(水)午後 18寺30分 b 
ところ 市役所6階大会議室じ>内容

立候補手続き、選挙運動などに関するこ

と じ>問い合わせ選挙管理委員会事務

、局 (凪③5438)

い
て
は
評
価
額
の
修
正
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
今
年
の
縦
覧
期
間
は

4

月

1
日
嗣

i
同
初
日
例
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
『
広
報
う
え
だ
』

3

月
日
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

り
ん
ご
の

農
業
所
得
標
準
に
つ
い
て

上
田
税
務
署
個
人
課
税
部
門

(固
⑫

0
4
3
4
)

税
務
課

(固
⑫

5
1
1
5
)

平
成
凶
年
分
の
「
り
ん
ご
」
の
農

業
所
得
標
準
に
つ
い
て
は
、
収
入
金

額
か
ら

1
ア
ー
ル
当
た
り
の
経
費
金

額
に
栽
培
面
積
を
乗
じ
た
経
費
総
額

を
控
除
し
て
算
出
す
る
方
式
と
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
日
年
の
台
風

7
号
・
刊
号
に
よ
り
県
内
の
広
範
囲

の
地
域
に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た

こ
と
か
ら
、
被
害
の
状
況
な
ど
を
よ

り
適
正
に
反
映
さ
せ
る
た
め
で
す
。

電
話
加
入
権
を
公
売

希
望
者
は
ど
う
ぞ
/

収
税
課
(
固
⑧
5
1
1
7
)

市
税
等
の
滞
納
処
分
に
よ
る
、
電

話
加
入
権
の
公
売
を
行
い
ま
す
。
通

常
よ
り
安
く
電
話
加
入
権
を
購
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

3
月
刊
日
側
午
前

9
時

ω分
i

マ
入
札
時
間

午

前

叩

時

i
印
時
間
分
(
開
始
時
間
ま
で
は
公

売
に
つ
い
て
説
明
)
マ
と
こ
ろ

市
役
所
南
庁
舎

5
階
第
三
・

四
会
議

室

マ

方

法

競

争

入

札

マ

本

数

当
日
決
定
(
通
常
5
1
6本
程
度
)

マ
公
告
場
所
市
役
所
本
庁
舎
・

各
支
所
マ
注
意
事
項
入
札
に
は
、

印
鑑
持
参
で
本
人
が
お
越
し
く
だ
さ

い

(代
理
人
参
加
の
場
合
は
、
本
人

自
筆
の
代
理
人
選
任
届
出
書
と
代
理

人
の
印
鑑
が
必
要
)
。
マ
そ
の
他

公
売
当
日
ま
で
に
、
滞
納
者
が
市
税

等
を
完
納
し
た
場
合
等
、
公
売
本
数

を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

緑
豊
か
な
衡
を
作
ろ
う

生
け
壌
づ
く
り
を
応
援

景
観
建
築
課

(固
③

5
4
3
0
)

生
け
垣
は
家
の
中
か
ら
緑
を
楽
し

め
る
だ
け
で
な
く
、
道
行
く
人
び
と

の
心
を
な
ご
ま
せ
、

美
し
い
ま
ち
。つ

く
り
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

市
で
は
、
新
た
に
生
け
垣
を
つ
く

ら
れ
る
場
合
に
、
そ
の
費
用
の
一
部

を
助
成
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
を
活
用
い
た
だ
き
、
緑

豊
か
な
ま
ち
並
み
を
つ
く
り
ま
し
ょ

λ
ノ
O

マ
対
象
生
け
垣
道
路
に
面
し
連

続
し
て

5
m
以
上
の
も
の
(
ほ
か
に

も
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
)
マ
補
助

額

2
分
の

1
以

内

マ

限

度

額

5
万
円
(
既
存
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
を

撤
去
し
て
生
け
垣
を
つ
く
る
場
ム
思

叩
万
円
)

11.2.16 



中央公民館利用の皆さんによる学習と文化の発表

第15回『円，. 11#会d 、a:.~室
世同町~ ."'11=1唱《昌司ミ 問い合わせ中央公民館固22-0760

展示会場 絵画・向芸・書道のほか多数の作品を厚
2月26日(働---2月28日(日)士午後向(認3時;弘まで)
上田市文化センター(中央公民館・文化会館)

〈入場無料〉

EE姐監書通:'~J"'~~~差ヨ

第15回文化創造祭講演会
生涯学習市民大学地域文化コース公開講座

「おいしいごはんを食べていますか?J
2月21日(日)午後2時---4時
文化会館ホール 定員 500人

講師山本麗子さん仰研究家クッキングフ町ユーサー)

舞台発表(会場文化会館ホール)

2/20(土)P.M.1 :30吟詠・詩舞発表

2/2H日)A.M.10:叩民踊のつどい

2/27(出A.M.9:30歌謡発表会

2/28(日)A.M.10:00母と子のリ卜ミック

2/28(日)P.M.2:叩春風コンサート

教育講
座
「
奈
良
時
代
を
学
ぶ
会
」

参
加
者
募
集

信
濃
国
分
寺
資
料
館
(固
⑧
8
7
0
6
)

マ
期
日

4
月

3
日
出
か
ら
来
年

3
月
ま
で
、
毎
月

1
回
(
原
則
と
し

て
第

1
土
曜
日
)
開
催

マ
時
間

午
後

2
時
1
4
時

マ

会

場

信

濃

国
分
寺
資
料
館
講
堂
マ
定
員
別

人
マ
講
師
上
田
女
子
短
期
大
学

教
授
・
塩
入
秀
敏
さ
ん
マ
内
容

『
続
日
本
紀
』
を
‘
テ
キ
ス
ト
に
し
て
、

奈
良
時
代
の
歴
史
を
学
び
ま
す
。
‘

マ
参
加
料

2
0
0
0円
(
ロ
回
分
)

マ
テ
キ
ス
ト
『
続
日
本
紀
』

(
新
日
本
古
典
文
学
大
系
第
一
巻

上岡市ことぶき大学

.修業年限 4年 ・学習日程・内容 〈午

前〉一般教養の学習 (科学・歴史・文学・

時事・健康管理など) <午後〉グループに

分かれて選択学習(民謡・俳画・詩吟・書

道・ダンス・手芸・カラオケなど〉 くその

他〉年一回の宿泊研修・著名人を招いての

特別講演会・回 数毎月 1回目会場

上田市中央公民館・入学資格市内在住

の6，0歳以上のかた(ただし、上田市高齢者

学園と長野県老人大学在籍者は除きます)

.受講料無料(ただし、選択科目で要

する経費は自己負担になります) ・募集

日時 3月29日(月)午後1時から (先着順)

.定員 50人・ 申込方法 中央公民館

にある申込用紙に記入のうえ、申し込んで

ください。(申し込みは、必ず本人がおい

でくださしウ 定員になりしだい締め切りま

す。.問い合わせ 中央公民館(固⑫ O
760) 

岩
波
書
庖
)
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

マ
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
信

濃
国
分
寺
資
料
館
ヘ

「
春
休
み
考
古
学
教
室
」

参
加
者
募
集

信
濃
国
分
寺
資
料
館
(固
⑧
8
7
0
6
)

マ
期
日

3
月
お
日
附

-m日
幽
・

幻
自
由
の

3
日
間
、

4
月
お
日
目
は

野
焼
き
マ
内
容
郷
土
の
歴
史
学

習
、
文
様
を
付
け
る
道
具
作
り
、
縄

文

土

器

作

り

マ

対

象

小

学

校

4

年
生

i
中

学

生

マ

募

集

人

員

初

人

マ

参

加

料

1
0
0
0
円
(
材

料
費
、
テ
キ
ス
ト
代
)
マ
申
し
込

み
参
加
料
を
添
え
て
信
濃
国
分
寺

資
料
館
へ
。

2
月
幻
日
間
か
ら
受
け

付
け
ま
す
。

炭
焼
き
体
験
祭
り
開
催

体
育
課
(
固
⑫
5
1
0
5
)

自
然
の
豊
か
さ
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
大
切
さ
を
再
発
見
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
炭
焼
き
体
験
祭
り
を
開
催
し

ま
す
。
事
前
申
し
込
み
の
必
要
は
な

く
、
参
加
無
料
で
す
。

マ
と
き

2
月
お
日
間
午
前
日
時

か
ら

マ
と
こ
ろ

市
民
の
森
へ
通

じ
る
道
を
上
信
越
自
動
車
道
陸
橋
下

か
ら
長
入
方
向
へ
約

5
0
0
m
行
っ

た
右
側
(
「
し
よ
い
こ
窯
」
の
看
板

あ
り
)
マ
内
容
薪
割
り
、
木
材

切
り
、
炭
造
り
、
餅
っ
き
体
験
。
と

ん
汁
、
焼
き
い
も
、
搾
り
た
て
牛
乳

他
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

一
上
田
市
育
英
会

平
成
行
年
度
奨
学
生
を
募
集

庶
務
課
(
固
⑫
5
1
0
0
)

マ
応
募
資
格
①
平
成
日
年

4
月

か
ら
高
等
学
校
へ
進
学
す
る
か
た
ー

ま
た
は
平
成
日
年

4
月

1
日
現
在
、

高
等
学
校
に
在
学
し
て
い
る
か
た

②
平
成
日
年

4
月

1
日
現
在
、
市
内

に
6
か
月
以
上
居
住
し
て
い
る
か
た

③
本
会
以
外
の
育
英
会
な
ど
の
給

付
を
受
け
て
い
な
い
か
た
マ
申
し

込
み
在
学
し
て
い
る
中
学
校
・
高

等
学
校
の
担
任
の
先
生
に
相
談
し
て
、

3
月
印
日
働
ま
で
に
庶
務
課
ヘ
マ

決
定
上
田
市
育
英
会
の
理
事
会
で

奨
学
生
を
決
定
し
ま
す
。

図
書
館
連
嘗
に
参
濁
し
ま
せ
ん
か

市
立
図
書
館
協
議
会
委
員
を
公
募

図
書
館
(固
⑫
0
8
8
0
)

市
民
の
皆
さ
ん
に
市
立
図
書
館
の

運
営
に
直
接
参
画
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
次
の
公
募
要
項
に
よ
り
上
田
市

立
図
書
館
協
議
会
委
員
を
公
募
し
ま

す。-
公
募
要
項

マ
公
募
委
員
数

1
人

マ

公

募

期
間

2
月
初
日
出
1
3月
間
日

ω

マ
応
募
資
格
上
田
市
民
で
、
図

書
館
運
営
に
知
識
、
関
心
の
あ
る
成

人
者
(
学
生
を
除
く
)
マ
提
出
書

[10J 

類
履
歴
書
及
び
図
書
館
運
営
に
つ

い
て
の
考
え
等
の
小
論
文

(
8
0
0

字
程
度
)
を

3
月
日
日

ωま
で
に
市

立
図
書
館
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
選
考
及
び
任
命
書
類
審
査
、

面
接
審
査
を
経
て
、
教
育
委
員
会
へ

諮
り
、
任
命
し
ま
す
。
マ
職
務
内

容
、
任
期
等
①
図
書
館
協
議
会

図
書
館
の
運
営
に
関
し
館
長
の
諮
問

に
応
ず
る
と
と
も
に
、
図
書
館
の
行

う
図
書
館
奉
仕
に
つ
き
館
長
に
対
し

て
意
見
を
述
べ
る
機
関
②
委
員
数

8
人

③

任

期

2
年
間
(
平
成

日
年

4
月

1
日
i
平
成
同
年

3
月
白

日
)

④
開

催

日

数

年

間

3
回
を

予
定

11.2.16 

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

ガ

i
ル
ス
カ
ウ
ト

募
集

生
涯
学
習
課
(
固
⑧
5
1
0
3
)

マ
対
象
小
学
校
新

1
年
生

i
高

校
生
マ
募
集
期
間

2
月
幻
日
間

か
ら
マ
問
い
合
わ
せ
各
団
連
絡

先-各国責任者と連絡先



体育課固⑫5105

第14回上岡市少年サッカー大会

bとき 3月20日(土)，，-，22日(月) [>ところ 長野大学グラ

ンド・自然運動公園多目的グランド b内容 男子の部、

女子の部、 トーナメント戦 b申し込み 3月 5日(創まで

に、参加料を添えて体育課へ じ>責任者会議 3月12日(創

午後7時から勤労者体育センター2階会議室

※詳しくは、各地区育成会長さんに開催要項を送付いたし

ますのでご覧ください。

第 1回上田市民親子ボウリング大会

bとき 4月18日(日) [>ところ 東信ボウル じ>参加対

象 親子ぺア ①小学生低学年の部②小学生高学年の部③

中学生の部 ※保護者の参加は、男女問いませんo [>競

技方法 親子3ゲーム総トータル数 ※女性は、 1ゲーム

につきハンディ 15加算されます (保護者のみ)。※小学生低

学年の部に参加する小学生は、マジックバンバー (ノーガー

ター)を利用しての競技となります。 じ>参加料 親子ぺア

2人で 3，000円 (保険料、ゲーム代を含む) ただし、貸靴

は各自で負担 じ>表彰各部門の優勝ぺア、準優勝ぺアに

トロフィーと賞状をお渡しします。[>申し込み 3月26日

(針まで、に、参加料を添えて体育課か東信ボウルへ ※先着36

組で締め切ります。

第 1岡上岡市民一輪車大会

bとき 3月7日(日) 受付:午後 1時"-'1時30分、開会

式:午後1時35分 bところ 市民体育館 b申し込み

2月26日(創までに、参加料を添えて体育課へ

※詳しくは、広報うえだ1月16日号をご覧くださlIo 

上岡市ビーチボール協会設立、

会員募集

ビーチボールの普及と、ビーチボールを通じて多くの人た

ちとの交流を図るため、 「上田市ビーチボール協会」が設立

しました。多くのチームに加入していただき、ビーチボール

の輪をよりいっそう広げましょう O

b申し込み・問い合わせ 協会事務局樋口 (困⑫ 321

0)へ

女性ゴルフ教室(春季)

bとき 4月14日"-'6月23日の水曜日 10回、午前9時30
分"-'11時30分 bところ塩田ゴルフ じ>対象市内 在住

か在勤の一般女性 じ>定員 30人 じ>参加料 3，000円 b 

[11J 11.2.16 

申し込み 3月8日(月)，，-，4月2日(金)に参加料を添えて体育

課へ ※日程は、変更になる場合があります。申し込み時に

ご確認ください。

少林寺拳法教室

bとき 4月5日"-'6月21日の月曜日 10回、午後7時~

8時30分 bところ市民体育館剣道場 じ>対象 市内在

住か在勤の一般男女 b定員 20人 じ>参加料 2，000円

b申し込み 3月 1日(月)，，-，3月26日(創に参加料を添えて

体育課へ ※日程は、変更になる場合があります。 申し込

み時にご確認ください。

アクアプラザ上回(固③2626)の教室

回夜間水中運動教室

bとき 3月4日(木)・ 18日(木)午後7時"-'7時50分

[>対象 40代"-'70代 じ>定員 先着20人 b参加料

入館料 500円、レッスン料 100円 b申し込み

電話か窓口へ

-夜間水中エアロ教室

bとき 3月 1日(月)・ 15日(月)午後7時"-'7時50分

[>対象 20代~ じ>定員 先着20人 b参加料 入

館料 500円、レッスン料 100円 b申し込み 当日

受付

平成日年度体育施設の
使用申し込み受付開始

E盟国:1昌司 3月13日(土)午前9時~
施 吾面月又， 受付会場・問い合わせ

上田公園内体育施設・河川敷グランド
市民体育館

染屋台グランド・勤労者体育センター
回26-0823市民の森公園

自然・総運合動体育公館園・多目的グランド・室内多目的運動場 自然運固動38公-7園1管9理5事務所

古戦・・県室場営内野公球園場・多目的グランド・テニスコート
古戦場公園管理事務所

多目的運動場 固22-0695

※電話での受け付けはできません。

※予約システム登録者は利用者登録証を持参してくださ L、。

※予約システムでの電話、街頭端末、 パソコンでの申し込み

は3月28日旧)から受け付けを開始します。

圃申し込み制限の施設
施設 受付可能期間 回数制限

ナイターは6月末までの3か月分 1団体月 3固まで
市営野球場

昼間は11月23日分まで 土・日・祝日は1団体月 1固まで

染屋台グランド 11月23日分まで 士・日・祝日は1団体月2固まで

河)11敷グランド 6月末日までの3か月分、大会等は通年 土・日・祝日は
受付可能(大会要綱等の提出が必要です)1団体月 2固まで

ナイターは6月末までの3か月分 1団体月 3固まで
県営野球場

昼間は11月23日分まで 士・日・祝日1;1:1団体月 1回まで

古戦場公園多 目 的 ナイターは6月末までの3か月分 1団イ本月 3固まで

グランド 昼間は11月30日分まで 土・日・祝日は1団体月3固まで
テニスコート 6月末日までの 3か月分 土・日・祝日は1団体月
室内多目的運動場 6月末日までの 3か月分 6固まで(1回は2時間)

自然運動公園 6月末日までの 3か月分
土・日・祝日は1団体月

室内多目的運動場 6固まで(1回は2時間)



『
休
日
・
夜
間
の
医
療
情
報
』

は
上
田
中
央
消
防
署
(
固
⑧
0
1
1
9
)
・
上
田
南
部
消
防
署
(
固
⑧
0
1
1
9
)
ヘ
問
い
合
わ
せ
を
。
診
察
可
能
な
医
療
機
関
を
紹
介
し
ま
す
。
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E 

児相談 、〈保健婦・栄養士〉 じ>持ち物母子健康手|隈・

筆記用具 じ>問い合わせ健康相談室(匝@4100・

困 1378)、健康推進課 bテレホンガイドうえだ

関連情報困③8888コ」ドNO.51 1 

D U G H 

ド
T L A E H 

健康推進課(固⑫8川 l 

.~、.

，.、~

じ>受付時間 ①乳幼児健康診査(4か月児・10か月児・

1 歳 6 か月児・ 3 歳児)…午後 1 時~2 時 ②2歳児教

室…午後 1 時~1 時15分 じ>持ち物 ①乳幼児健康診

査…母子健康手帳、健康診査票、パスタオル、おむつ、

赤ちゃん手帳、歯ブラシ(1歳6か月児)0 4か月・10

か月・ 1歳6か月児は赤ちゃん手帳の中にある健康診

査票に記入してお持ちくださし )0 3歳児は、健康診査

票と視聴覚検査のアンケートをお送 りしますので、ご

記入のうえ、お持ちくださし 1。また、尿検査の容器も

お持ちください。 ②2歳児教室…母子健康手帳、お

たずね用紙、歯ブラ シ、 コップ、おやつ代(実費〉、 お

やつ用はし・スプーン・フォークなどとお皿

(市役所南庁舎 2階)

.お産の不安を和らげる「母親学級J

お産に対する不安を和らげ、安心して丈夫な赤ちゃ

んを産み育てていくためのお手伝いをさせていただ く

母親学級。予約は不要ですので、直接どうぞ。

c>対象 妊娠中のかた(出産予定日…今年6月・7月)

bところ 塩田母子健康センター(固⑬3149) 

じ>持ち物母子健康手帳・筆記用具じ>その他 テキ

スト代 500円 c>問い合わせ 健康相談室 (固⑫ 4

100 ・困 1378)、健康推進課 bテレホンガイ

ドうえだ関連情報 固⑧ 8888コード、NO.51 1 

.母親学級の日程と内容

健康診査 実施日 生年月日

4ヵ月
3月9日 10.10.16~10.31 

3月19日 1 0.11. 1 ~ 11.15 
込

3月4日 10.4.16~4 .3 0 
10カ月

3月30日 1 O. 5. 1 ~ 5 .15 

1歳6カ月
3月5日 9.8.16~8 .3 1 

3月17日 9.9.1 ~9.15 

3歳
3月11日 8.2.1 ~2. 1 5 

3月24日 8.2.16~2.29 

2歳児教室
3月2日 8 .12. 1 ~ 12.15 」

3月16日 8 .12.16~12.31 

園保健センター

回 月日 内容

一(仲間づくり)/時一 |
3月3日(水) 赤ちゃんの栄養(母乳のお話・おっぱいの

手入れ)

妊婦体操と呼吸法(実演)
2 3月10日(水) お母さんと赤ちゃんの歯を守るために(実

演)

3 3月17日(水)
赤ちゃんの生活と保育
赤ちゃんのおふろの入れ方(実習)

んさ

。
す
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で

お
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分
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時
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1
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後
持
降
加

午
の

以
参

は
自
子

の

間
回

2
れ

時

2
第
連

※
※
※
 

.お出かけください「育児学級講演会Jへ

-川商社会福祉センター (塩田・川西地区のかたのみ)

| 4ヵ月 " ~ f)C n 1 0.1 0.16~ 11.15 3月25日 目| 10カ月 v n L.J U 10. 4 .16~ 5.15 

.塩田母子健康センター (塩田・川西地区のかたのみ)

|1歳6カ月 I 3月23日 9. 7 .16~ 9 .15 

母親学級 (年間6コース[奇数月に開催J)の一環

として、育児講演会を開催。参加料は無料、 予約は不

要です。直接お出かけください。

c>対象 おおむね生後6か月までのお子さんを育児

中のかた bとき 3月12日(金)午後 1時30分"-'3時30

分(受け付けは 1時から) c>ところ 上田市保健セ

ンタ ー (市役所南庁舎2階〉 じ>内容 講演「子育て
きずな

と親子の幹J(講師…小児科医‘師・橋本至敬さん〉、 育

上田市でも希望者を募った上で 3月下旬に市内医療

機関でポリオの予防接種を実施する予定です。

ご希望のかたは¥官製はがきに生年月日¥住所、氏

名¥電話番号、「ポリオ予防接種希望Jをこ記入の上、

2月26日(金)までに健康推進課 〈干386-8601上

田市大手 1-11-16・固@8244)へお送リ くださ

"¥0 接種目数は 1回で料金は全額自己負担 (5000

円程度)となります。

締め切り後¥申込者には、改めて実施日¥医療機関

名等詳細についてご連絡します。

なお、FAX (困③51 1 9)、健康推進課窓口で

も受け付けています。

電話でのお申し込みは¥ご遠慮、く ださ L、。

.テレホンガイドうえだ関連情報 圃③ 8888コー

ドNO.50 0 

ポリオ予防接種
(任意接種)

厚生省の調査によると、昭和50年から昭和52年生ま

れのかたがたは、ポ リオ (小児まひ〉予防接種後の抵

抗力を示す抗体保有率が他の年代に比べ37%~64% と

低いことが判明しています。

抗体保有率が低いことで、ポ リオ常在国に渡航した

際の感染、またこの年代のかたが子どもを育てる時期

になっていることから、極めてまれですが予防接種を

受けた自分の子どもの便からの感染の可能性がありま

す。

そこで再度ポリオワクチンの予防接種を受けられる

ことをお勧めします。

77.2.16 
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「
市
民
の
森
ス
ケ
ー
ト
場
祭
」

1月9日、当日は無料開放で「市民の森スケー

ト場祭」を開催し、家族連れなど約1，700人の

来場者でにぎわいました。

小学生が参加した「ゴルフボールスプーン乗

せリ レー」などのゲームと、長野冬季オリンピッ

クハイライトシーンの上映会、氷の彫刻の実演、

「とん汁」や「とっかん」のサービスなどさま

ざまなイベントが行われました。

酒0.-• .. .. 
一次募集に続き、第二次予約募集を行います。

申し込み用紙は、各支所、公民館の窓口にあ

ります。または、電話で直接市誌編さん室へお

申し込みください。

『上田市誌』
二次予約募集

鋼F.1上田市誌」

各分野に精通した 200名余に及ぶ地元の研

究者により、古代から20世紀末までの上田市

の自然、歴史、文化、文化財、人物等の姿を

31冊にまとめたものです。

.価格セッ卜価格 的，000円

分冊価格 一冊 1，500円

(申し込みは、全31冊一括申し込みが原則です)

.問い合わせ 市誌編さん室固③9741

71.2.16 
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~みんなで環境浄化の輪を広げましょう~

青
少
年
の
性
的
被
害
や
覚
せ
い
剤

汚
染
が
、
し
ば
し
ば
報
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。
心
な
い
一
部
の
大
人
の
た
め

に
、
青
少
年
が
被
害
を
受
け
た
り
、

事
件
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
す
る
こ
と

は
、
現
代
の
深
刻
な
社
会
問
題
で
す
。

地
域
の
み
な
さ
ん
の
パ
ワ

l
で
有

害
環
境
を
排
除
し
、
青
少
年
に
と
っ

て
好
ま
し
い
環
境
を
整
備
す
る
と
と

も
に
、
青
少
年
の
心
の
支
え
に
な
っ

て
い
会
」
土
?
レ
ょ
・
つ
。

こ
の
月
間
中
、
各
自
治
会
ご
と
に

選
任
さ
れ
て
い
ま
す
少
年
補
導
委
員

を
中
心
に
、
地
域
の
青
少
年
育
成
関

係
者
も
参
加
し
て
、
環
境
チ
ェ
ッ
ク

活
動
や
一
日
補
導
活
動
を
実
施
し
ま

す。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
ご

協
力
と
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

家
庭
、
学
校
、
地
域
、
職
場
、
関

係
機
関
・
団
体
、
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
環
境
浄
化
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま

7

レ
よ
v

つ。

環
境
浄
化
は
地
域
ぐ
る
み
で

青
少
年
に
と
っ
て
好
ま
し
い
地
域

環
境
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
は
、
大

人
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
す
。

地
域
の
み
な
さ
ん
一
人
一
人
が
、

青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
実
態
の
認

識
を
深
め
、
自
分
自
身
の
問
題
と
し

て
受
け
止
め
、
関
係
機
関
・
団
体
と

一
体
と
な
っ
た
環
境
浄
化
活
動
を
推

進
し
ま
し
ょ
う
。

有
害
環
境
チ
ェ
ッ
ク
活
動
を

有
害
環
境
の
実
態
を
調
査
・
把
握

す
る
こ
と
は
、
良
い
環
境
づ
く
り
を

進
め
る
う
え
で
基
本
と
な
り
ま
す
。

ツ
!
シ
ョ
ッ
ト
ダ
イ
ヤ
ル
の
カ
ー

ド
自
動
販
売
機
、
有
害
図
書
・
ビ
デ

オ
等
を
収
納
し
て
い
る
自
動
販
売
機

の
チ
ェ
ッ
ク
活
動
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

チ
ェ
ッ
ク
活
動
の
結
果
を
、
会
合

の
機
会
や
自
治
会
の
お
知
ら
せ
等
を

通
じ
て
地
域
の
み
な
さ
ん
に
訴
え
、

好
ま
し
い
環
境
づ
く
り
へ
の
理
解
と

協
力
を
得
ま
し
ょ
う
。

「
青
少
年
健
全
育
成
協
力
庖
」

の
指
定

長
野
県
で
は
青
少
年
の
健
や
か
な

育
成
と
非
行
防
止
を
進
め
る
た
め
、

青
少
年
が
よ
く
利
用
し
た
り
、
集
ま

り
ゃ
す
い
庖
舗
等
に
協
力
を
求
め
、

「
青
少
年
健
全
育
成
協
力
庖
」
と
し

て
指
定
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
「
青
少
年
健
全
育
成
協
力

庖
」
と
の
連
携
を
強
め
て
、
よ
い
環

境
守
つ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

膏少年健全育成績カ庖

青
少
年
健
全
育
成
協
力
庖
の
ス
テ
ッ
カ
ー

毎
月
第
3
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
」

「
家
庭
の
日
の
作
文
」
優
秀
作
品

大
切
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん

第
五
中
学
校
3
年

荒
井

菜
緒
さ
ん

私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
こ
の
間
の
八
月

一
日
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん

は
、
体
が
不
自
由
だ
っ
た
の
で
、
ベ
ッ
ド
に

寝
る
と
き
や
イ
ス
か
ら
立
ち
あ
が
る
と
き
と

か
は
、
誰
か
の
手
を
か
り
て
、
助
け
て
も
ら

い
な
が
ら
や
っ
て
い
ま
し
た
。
結
構
わ
が
ま

ま
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
で
、
自
分
だ
け
ご
飯
を

食
べ
終
わ
る
と
、
私
た
ち
が
食
べ
て
い
る
最

中
で
も
、
「
寝
る
か
ら
来
て
く
れ
や

i
。
」
と

私
の
こ
と
を
呼
び
ま
す
。
そ
う
い
う
と
き
、

私
は
行
く
の
が
め
ん
ど
う
く
さ
く
て
、
半
分
、

イ
ヤ
イ
ヤ
や
っ
て
い
ま
し
た
。
夜
中
も
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
を
一
時
間
ご
と
に
起
こ
し
て
い

た
の
で
、
毎
日
口
げ
ん
か
を
し
て
い
ま
し
た
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
頭
は
し
っ
か
り
し
て
い
る

の
で
、
パ
ン
パ
ン
言
い
返
し
て
、
普
通
の
人

か
ら
見
た
ら
「
止
め
な
く
て
い
い
の
か
よ

1
0」

っ
て
く
ら
い
す
ご
か
っ
た
け
ど
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
、
文
句
言
い
な
が
ら
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て

あ
げ
て
い
た
し
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
ち
ゃ
ん

と
お
礼
を
言
う
し
、
そ
れ
に
慣
れ
ち
ゃ
っ
た

の
で
、
逆
に
、
二
人
の
ボ
ケ
防
止
に
な
る
と
、

笑
っ
て
見
て
ま
し
た
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
か
し
こ
く
っ
て
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
と
け
ん
か
し
て
い
る
と
き
は
す
ご

い
元
気
な
の
に
、
何
か
や
っ
て
ほ
し
い
と
き

は
死
に
そ
う
な
声
で
呼
ぶ
の
で
、
「
さ
っ
き

[14J 

は
す
ご
い
元
気
だ
っ
た
じ
ゃ
ん
よ

l
。
」
と

か
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
今

考
え
る
と
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
対
し
て
す
ご

く
ひ
ど
い
こ
と
を
し
た
と
思
い
ま
す
。
別
に

ち
ょ
っ
と
手
か
し
て
あ
げ
る
く
ら
い
い
い
じ
ゃ

ん
。
何
で
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
あ
げ
な
か
っ
た

ん
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
っ
て
あ
り
が
と
う
あ

り
が
と
う
っ
て
言
わ
れ
て
お
こ
づ
か
い
た
く

さ
ん
も
ら
っ
て
、
最
悪
だ
と
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
気
づ
い
て
、
イ
ヤ
が
ら
ず
に
や
っ
て

あ
げ
ら
れ
た
の
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
死
ぬ

前
少
し
の
間
で
、
も
っ
と
前
か
ら
ち
ゃ
ん
と

や
っ
て
あ
げ
れ
ば
よ
か
っ
た
と
、
す
ご
く
後

悔
し
て
い
ま
す
。
病
院
の
ベ
ッ
ド
で
寝
た
お

じ
い
ち
ゃ
ん
を
見
て
た
ら
、
涙
が
出
て
き
ま

し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
あ
や
ま
り
た
い
で

す。
八
月
二
日
に
、
市
内
、
千
葉
、
東
京
、
北

海
道
、
佐
賀
か
ら
親
せ
き
が
全
員
集
ま
っ
た

の
で
、
ょ
せ
書
き
を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
、
孫
み
ん
な
で
、
文
集
み
た
い
な
の
を

作
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
題
は
お
じ
い
ち
ゃ

ん
が
私
た
ち
に
残
し
て
く
れ
た
「
心
の
靴
」

で
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
作
っ
て
く
れ
た
形

の
あ
る
靴
は
数
え
る
だ
け
し
か
な
い
け
ど
、

形
の
な
い
「
心
の
靴
」
は
、
数
え
き
れ
な
い

ほ
ど
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
お
礼
と
、
今
は

元
気
だ
け
ど
、
い
つ
か
お
じ
い
ち
ゃ
ん
み
た

い
に
な
っ
て
し
ま
う
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
大
切

に
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た

お
礼
を
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
考
え

る
と
、
一
ペ
ー
ジ
じ
ゃ
書
き
き
れ
な
い
と
思

う
け
ど
、
ご
め
ん
な
さ
い
と
あ
り
が
と
う
は
、

し
っ
か
り
言
い
た
い
で
す
。

17.2.16 



向
井
千
秋
さ
ん
の
短
歌
の
呼
び
か
け
で

上
田
市
の
荒
井
正
之
さ
ん
が
科
学
技
術
庁
長
官
賞

「
宙
が
え
り
何
度
も
で
き
る
無
重
力
ま
か
せ
て
み
た
い
動
か
ぬ
体
」

昨
年
の
秋
、
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル

「
デ
イ
ス
カ
パ
リ

l
号
」
に
搭
乗
し

た
向
井
千
秋
宇
宙
飛
行
士
が
、
宇
宙

か
ら
交
信
し
た
際
に
、
短
歌
の
上
の

句
「
宙
が
え
り
何
度
も
で
き
る
無
重

力
」
を
詠
み
、
そ
の
下
の
句
を
募
集

し
ま
し
た
。

そ
の
日
万

4
千
首
を
超
え
る
応
募

作
品
の
中
か
ら
、
一
般
の
部
で
荒
井

正
之
さ
ん
(
住
吉
が
丘
)
の
作
品
が
、

内
閣
総
理
大
臣
賞
に
次
ぐ
科
学
技
術

庁
長
官
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

荒
井
さ
ん
は
、
脊
髄
を
傷
め
、
初

年
近
く
車
い
す
生
活
を
し
て
お
り
、

体
を
自
由
に
さ
せ
て
み
た
い
と
い
う

-1月
定
例
会

1
月

8
日
幽
開
催
し
た

1
月
定
例

会
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で

す。
審
議
事
項

一
上
田
市
立
図
書
館
協
議
会
委
員

の
公
募
制
の
導
入
に
つ
い
て

協
議
会
委
員

(
8人
)
の
う
ち
、

l
人
の
委
員
を
公
募
に
よ
り
選
出

す
る
案
に
つ
い
て
審
議
し
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

思
い
か
ら
「
ま
か
せ
て
み
た
い
動
か

ぬ
体
」
の
下
の
句
と
な
り
ま
し
た
。

1
月
間
日
、
東
京
で
行
わ
れ
た
表

彰
式
に
は
妻
の
久
子
さ
ん
と
共
に
出

席
し
、
受
賞
の
喜
び
と
と
も
に
、
身

近
に
向
井
さ
ん
と
接
し
、
人
柄
の
す

ば
ら
し
さ
に
感
動
し
た
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

ニ
学
校
給
食
異
物
混
入
事
故
へ
の

対
応
に
つ
い
て

平
成
叩
年
ロ
月
幻
日
即
発
生
し

た
学
校
給
食
の
異
物
混
入
事
故
に

つ
い
て
、
今
後
の
対
応
と
し
て
、

安
全
管
理
及
び
児
童
・
生
徒
へ
の

指
導
の
再
確
認
と
再
徹
底
を
図
る

こ
と
を
協
議
し
決
定
し
ま
し
た

0

・1
月
刊
日
帰
臨
時
会

1
月
ロ
日
例
発
生
し
た
学
校
給

食
の
異
物
混
入
事
故
に
つ
い
て
臨

時
会
を
開
催
し
、
事
故
の
再
発
防

止
の
た
め
、
安
全
管
理
を
更
に
徹

底
す
る
こ
と
に
つ
い
て
協
議
し
決

定
し
ま
し
た
。

『上田市誌』
編さんだより@
市制施行80周年にはこんな本
を刊行する予定です。

民俗編(1 ) 
「人の一生と社会生活J

全
部
で

4
冊
の
民
俗
編
の
中
で
、

平
成
日
年
度
は
、
第

1
分
冊
「
人
の

一
生
と
社
会
生
活
」
を
発
刊
し
ま
す
。

社
会
生
活
の
章
で
は
、
古
い
伝
統

を
受
け
継
い
で
、
一
つ
の
自
治
的
な

し
く
み
を
も
っ
て
い
る
ム
ラ
や
マ
チ

を
、
主
と
し
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

こ
こ
で
ム
ラ
や
マ
チ
と
い
う
の
は
、

現
在
の
区
ま
た
は
自
治
会
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。
行
政
の
村
や
町
と
区
別

生ム一品社ム一品き仲医き口
u

r什
川

会
ヰで宅

h

炉、、、
1
1
J

針
蔵

間
飯

田帆京
司
原

っ
上

円
刀屯

真
芦

写

nι
寸

/
1

、

昭
活

市誌編さん室園@9741

嫁
原。上

4
わど

真
子
写

の

(

人
」

!
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昭
の
宗

す
る
た
め
に
、
カ
タ
カ
ナ
で
ム
ラ
や

マ
チ
と
書
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ム
ラ
や
マ
チ
の
生
活
は
、
外
部
か

ら
み
る
と
、
み
な
同
じ
よ
う
に
み
え

ま
す
が
、
同
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
歩
中
へ
足
を
踏
み
入
れ
て
み
る
と
、

古
い
伝
統
の
上
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
工

夫
が
な
さ
れ
て
、
生
活
が
営
ま
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
す
。

ム
ラ
や
マ
チ
が
ど
の
よ
う
に
し
て

で
き
た
の
か
と
い
う
言
い
伝
え
を
み

る
と
、
各
ム
ラ
や
マ
チ
そ
れ
ぞ
れ
に

違
っ
た
成
り
立
ち
を
も
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
先
祖
が
、
ど
の
よ
う
な
願

い
や
考
え
方
を
も
っ
て
い
た
の
か
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
と
え
ば
、
ム
ラ
や
マ
チ
の
仕
事

に
無
料
で
出
る
こ
と
を
、
こ
の
地
方

で
は
、
オ
テ
ン
マ
と
か
オ
テ
ン
マ
仕

事
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
仕
事

の
内
容
と
し
て
は
、
道
路
の
改
修
、

維
持
管
理
、
堰
普
請
、
山
仕
事
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。
オ
テ
ン
マ
仕
事
の

中
に
き
ま
り
や
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が

み
え
て
き
ま
す
。
オ
テ
ン
マ
仕
事
に

出
な
い
と
き
ど
う
す
る
か
、
そ
の
対

応
の
仕
方
の
中
に
、
思
い
や
り
ゃ
工

夫
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ム
ラ
や

マ
チ
の
実
情
に
あ
っ
た
や
り
方
が
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
み
え
て
き
ま
す
。

人
の
一
生
の
章
で
は
、
人
が
生
ま

れ
て
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
の
聞
に
、

大
事
な
節
目
節
目
に
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
し
て
い
く
の
か
を
、
取
り
上
げ

ま
し
た
。

ま
ず
、
婚
姻
で
は
、
婚
約
は
ど
の

よ
う
に
な
さ
れ
、
そ
し
て
結
納
は
ど

の
よ
う
に
取
り
交
わ
さ
れ
て
い
く
の

か
。
や
が
て
嫁
入
り
を
迎
え
る
わ
け

で
す
が
、
そ
こ
で
は
、
ど
ん
な
や
り

方
が
な
さ
れ
て
い
た
の
か
が
書
か
れ

て
い
ま
す
。
昔
は
、
家
同
士
の
結
婚

で
あ
っ
た
こ
と
が
み
え
て
き
ま
す
。

ま
た
、
死
者
が
出
た
と
き
、
す
ぐ

行
う
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
、
野
辺
送

り
ま
で
の
過
程
で
な
さ
れ
た
こ
と
も

書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
、
死

者
へ
の
思
い
や
、
私
た
ち
先
祖
の
考

え
方
が
み
え
て
き
ま
す
。

現
在
、
結
婚
式
、
葬
式
と
も
に
業

者
が
入
っ
て
執
り
行
わ
れ
る
こ
と
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
前

の
様
子
が
浮
き
ぼ
り
に
な
る
よ
う
に

つ
と
め
ま
し
た
。
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